


































る、頭子音連続の序列上の基準には、 FeatureGeometry (素性幾何)理論 1)(Clements 1985， Sagey 
































両唇音 歯音 硬口蓋音軟口蓋音 声門音
無声閉鎖音 p t c k ? 
有声閉鎖音 b d 




無声摩擦音 (f) s h 
/f/は外来語のみに表れる。 /c/は硬口蓋無声閉鎖音で、 IPAの [c]に相当する(口語で破
擦音[自になる場合もある)0/げははじき音の[けである。
クメール語の音節構造は、 CV，CVC， CCV， ccvcの 4種類である。オンセットは義務的で
二重子音まで許容、コーダは単子音のみである。また、コーダでは有気音、有声音はそれぞ






その種類は多様である。頭子音連続 C]C2 の分布は (2)に示す通りである(坂本・峰岸
1988:1481)。
(2) 
c，"-C， p t c k ? b d ロ1 n J! 。v r s h 
p 。。。。 。 。。。 。。。。。。 。。。 。。 。。 。。 。
c 。 。。。。。。 。。 。。 。
k 。。。 。。。。。。。。。。。。。
s 。。 。。。。。。。。。 。。
? 。








C2 が /h/になっているもののうち、 /ph，th， ch， kh/は音声的には子音連続ではなく、有気





























(3) Sonority Sequencing Generalization (Selkirk 1984・116)
In any syllable， there is a segment constituting a sonority peak that is preceded and/or 
followed by a sequence of segments with progressively decreasing sonority values. 
この一般化に従えば、分節音は、音節の中心から端に向かつて聞こえが徐々に小さくなる、
つまり、端から中心に向かつては徐々に大きくなるように配列されることになる。
聞こえ度階層 (sonorityhierarchy)は、 Selkirk(1984)， Kenstowicz (1994)などをもとにし、「聞
こえ小く聞こえ大」の順に配列するとおよそ (4)の通りとなり、音節の先頭付近、つまり
頭子音連続では (5)の序列に従う傾向が強いことが示される。
(4)聞こえ度階層 (Selkirk1984， Kenstowicz 1994， etc.) 
閉鎖音く摩擦音く鼻音く流音くわたり音く母音
(5) σ[閉鎖音ー摩擦音ー鼻音一流音一わたり音ー母音
頭子音連続 C]C2 がこの序列に従わず、聞こえ度が下降するのは、 (2)の表中、 C]が非閉
鎖音である Is，m， 1の場合で、次の (6)の通りとなる。
(6) a./sCI Isp/: sPI';m 「橋」
Ist/: stu:c 「釣るj




Isdl: sdam 「右J (6種類)




Imh/: mho:p 「料理」 (5種類)







Ilh/: Ihol) 「パパイヤ」 (8種類)
これら全てを加えると全部で 19種類で、 (2)の表の可能な子音連続の組み合わせの合計 (0
を付した異なり数)84種類から考えると、比較的低い割合であるといえる (19/84=22.6%)。
しかし、 (6a-c)のパターンを個々に見た場合は、
(7) a./sCIとなる全 11種類中、 6種類 → 6/11=54.5% 
b./mCIとなる全 10種類中、 5種類 → 5/10=50.0% 
c./ICIとなる全 8種類中、 8種類 → 8/8=100.0% 
であり、例外として無視することはできない。さらに、 (7a-c)を合算すると、 IsC，mC， lCIの





(8) Isp/: w_ace， w_ice， w_ort， .




Cj が Imlになる場合には、 C2がそれより聞こえ度の低い阻害音(閉鎖音と摩擦音)にな




びフランス語の鼻子音と鼻母音の分布 (Kuwamoto2006，桑本 2007) における特異性が指摘
されており、音節の端ではオンセットもコーダと同様に特異にふるまっているとみなしてよ
いと思われる。
































，.、 ImC/: Imt， mc， ms， mh/ 





ているが、(11)のパターンを合計すると 8種類で、 (2)で示された C]C2の組み合わせ全体
(84種類)から考えると 8/84=9.5%という割合になり、調音様式に基づく聞こえ度階層の違
反の割合 (22.6%) をはるかにしのいで低いことになる。
さらに、 /m/も/1/も対応する無声音/恥1が存在しないが、これは、 /m，l/の有声性 [voice]











おいて他の子音とは一線を画するとされる (Bessel& Czaykowska-Higgins 1992)。クメール語
においては、他の言語にはあまりみられない /mh，Ih， p'}， s'}/など、/h， '}/を含む子音連続(本
稿では特に頭子音連続)があるのを特徴として、これらの音の特異性を際立たせている。
/h， '}/の素性構造上の特異性を、 FeatureGeometry理論でとらえるならば、 Labial(両唇性)， 
Coronal (舌頂性)，Dorsal (後舌性)などの口腔内の調音点をつかさどる素性を支配する上位
















つ~v~i" のように/~/が挿入される(正書法に従えば /?v/ の子音連続で発音されるべきであ
-25-
る)。
(13) I?v/: 7avai 「イ可」
この一方で、頭子音連続の C1C2のうち、C2が /h， 71になっているものは、(14)が示す通り、
豊富に存在する。
(14) IChI: Iph， th， ch， kh， mh， IhI 
IC7/: Ip7， 0， c7， k7， s7， 171 
(ただし Iph，th， ch， khlは実際には単子音





2.3節で触れたが、クメール語の無声閉鎖音 Ip，t， c， k/には異音として対応する有気音 [ph，





(15) [p]: tft1 [ph]: 飼Ji
[t]: 前 ga [th]: 1筒
[c]: 筒口 [ch]: si rn1 
[k]: Ii筒 [kh]: ~ w 
(16) pa: 「父」 pha: 「布」
ta: 「祖父J tha: f-とし、う J
ca: 「はし、」 cha: 「妙める」
ka: 「仕事J kha: 「巻く J
頭子音連続においても、この無気音/有気音の対立は興味深い分布をなしている。頭子音
連続 C1C2において、無声閉鎖音は、本来的な無気音/有気音の別にかかわらず(つまり上
記 (l5)に示したどの文字を用いても)、 C2 が/げの場合無気音 [p，t， c， k](17a)、それ以外の
場合は有気音 [ph，th， ch， kh]となり (17b)、両者は相補分布をなす。




















り示されていない。また、クメール語の無気音/有気音の区別のある分節音 [p，t， c， k]/ [ph， th， 



















































トのある音節のオンセットの無声閉鎖音 /p，t， k/は単子音の場合有気音になるが (23a)、/s/
に先行されて子音連続の後部要素になると無気音になる (23b)。
(23) a. pay [.!teI] 「支払う」
ten [~En] r 10J 
cat [主~æt] 「猫」
b. space [S2eIs] 「空間」
start [s1o砂t] 「始まる」
skirt [ s主舎:t] 「スカート」
また、子音連続の前部要素になる場合も有気音化する。


















すことがわかった。しかもこの基準に反する場合は、頭子音連続 C1C2 の C1が共鳴音 1m，1I 
の場合だけで、これらの共鳴音には対応する無声音がなし、から、「本来的な」有声音とはいい







Geometryの素性構造における、 Placeの有無に基づくものとし、 iPlaceあり -Placeなし」と
いう序列の基準を考えた。
有気音の頭子音連続での序列は「有気音ー無気音」にほぼ従っており、これに対しでも


























語に限られ、しかも口語では Isthatl→ Ithatl，Istrail→ Israilのような子音削除がなされて
おり、本来的なクメール語は二重子音までである(坂本・峰岸 1988:1482)。また坂本(1988)




3) Prince & Smolensky (1993:152)は、音節内の位置(音節の端あるいは中心)と分節音の聞こ
え度に関して、音節の端には聞こえのより小さい分節音が適し、逆に音節の中心には聞こ
えのより大きい分節音が適しているとして、 MARGIN/x(M/x:音節の端の分節音は x)、
PEAK!x (P/x:音節の中心の分節音は x) という制約に対して、次のような普遍的な序列が
調和的であると述べている。
M/t > M/d > .. > M/i > M/a 
















は、「有声閉鎖音Ib， d， glー無声摩擦音 If，9， s，J， h/Jの順序の頭子音連続、たとえば/町工事dJ，
旬。/などは、)1越 (1999)、窪薗・本間 (2002)の示した聞こえ度階層の序列に合致してい
ながら、全く存在しない。
7) /h， 1 が Placeを持たないということは、 Bessel& Czaykowska-Higgins (1992)， Rose (1996) 
などの主張するところであるが、特に Rose(1996)は、さらに /h， 1 の Placeは口蓋垂音、
咽頭音などの非口腔音が当該言語の音韻目録に含まれていない場合に指定されないので
あって、たとえば Ix， H"， h， fl といった口蓋垂音、咽頭音が豊富にその音韻目録に含まれる
nu 
アラビア語などは、これらの音と閉じく/h， 7/は Placeの指定を受けると主張している。
このことによって、 McCarthy(1988， 1994)の、/h， 7/が/ルIf， h， Ij，/と同じ「喉頭音類








10)数少ない例として、次のような語がある。:“mphei"'20J ;“lkhaon" ，芝居J，“stha:ni:" ，駅」
坂本・峰岸(1988)によると、有気音は、音素的には無声閉鎖音の、後続する治/との子
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